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計
画
を
超
え
る
ダ
ム
の
堆
砂
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

国
土
交
通
省
は
毎
年
度
、
全
国
の
ダ
ム
堆
砂
状
況
を
ま
と
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
百
年
間
で
堆
積
す
る
と
見
込
ま
れ
る
計
画

堆
砂
量
と
実
績
（
以
後
、
堆
砂
量
）
を
ま
と
め
た
も
の
だ
が
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
「
国
土
交
通
省
所
管
ダ
ム
の

堆
砂
状
況
に
つ
い
て
」
（
以
後
、
サ
イ
ト
掲
載
情
報
）
で
分
か
る
の
は
概
要
だ
け
で
、
個
別
ダ
ム
の
堆
砂
状
況
や
深
刻
度
は
分

か
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
資
料
請
求
を
行
い
、
「
全
国
の
ダ
ム
堆
砂
状
況
に
つ
い
て
（
二
〇
二
〇
年
度
末
時
点
）
」
（
以
後
、
入

手
資
料
）
を
手
に
し
た
が
、
い
く
つ
か
の
疑
問
が
浮
か
ぶ
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

堆
砂
対
策
費
と
費
用
便
益
比
に
つ
い
て 

 
 

サ
イ
ト
掲
載
情
報
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
〇
年
度
末
時
点
で
、
国
土
交
通
省
所
管
の
ダ
ム
五
百
七
十
一
基
の
う
ち
一
割
以
上

に
の
ぼ
る
六
十
二
ダ
ム
で
計
画
堆
砂
量
を
超
過
し
て
お
り
、
四
十
八
ダ
ム
で
堆
砂
対
策
を
実
施
中
で
あ
る
。 

 

１ 

国
が
支
出
し
て
い
る
堆
砂
対
策
費
は
四
十
八
ダ
ム
で
年
間
合
計
ど
の
程
度
か
、
把
握
で
き
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

堆
砂
対
策
費
は
、
ダ
ム
建
設
前
に
公
表
し
て
い
る
費
用
便
益
比
に
算
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
な

ぜ
か
。 



 

２ 

 

 
３ 

堆
砂
量
が
計
画
堆
砂
量
を
超
過
す
る
要
因
、
ま
た
は
計
画
堆
砂
量
の
過
小
評
価
が
起
き
る
原
因
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
か
。 

二 

利
根
川
水
系
の
八
ッ
場
ダ
ム
に
つ
い
て 

 
 

入
手
資
料
に
よ
れ
ば
、
八
ッ
場
ダ
ム
は
二
〇
二
〇
年
三
月
に
竣
工
し
た
が
、
二
〇
二
一
年
三
月
末
時
点
で
既
に
十
七
年
分

に
相
当
す
る
土
砂
が
た
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
総
貯
水
容
量
一
億
七
百
五
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
計
画
堆
砂
量
は

千
七
百
五
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
見
込
ま
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
堆
砂
量
は
二
百
九
十
九
万
五
千
立
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。 

 

１ 

竣
工
後
一
年
で
十
七
年
分
相
当
の
堆
砂
が
ダ
ム
湖
に
流
入
し
た
要
因
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
完
成
前
の
試
験

湛
水
中
に
襲
来
し
た
二
〇
一
九
年
十
月
の
台
風
十
九
号
は
そ
の
要
因
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
の
他
の
要

因
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。 

 

２ 

国
土
交
通
省
は
二
〇
一
一
年
十
二
月
一
日
に
開
催
し
た
「
今
後
の
治
水
対
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
（
以

後
、
有
識
者
会
議
）
に
提
出
し
た
「
八
ッ
場
ダ
ム
建
設
事
業
の
検
証
に
関
わ
る
検
討
『
堆
砂
計
画
』
」
で
行
っ
た
推
定
の

何
が
間
違
っ
て
い
た
か
を
検
証
す
る
つ
も
り
は
あ
る
か
。 

 

３ 

八
ッ
場
ダ
ム
の
堆
砂
対
策
は
既
に
始
ま
っ
て
い
る
か
。
始
め
て
い
る
と
し
た
ら
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。 



 

３ 

 

 
４ 

有
識
者
会
議
に
提
出
さ
れ
た
「
八
ッ
場
ダ
ム
建
設
事
業
の
検
証
に
係
る
検
討
『
費
用
便
益
比
算
定
』
」
に
は
、
堆
砂
対

策
に
か
か
る
費
用
が
含
ま
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
間
違
い
な
い
か
。
含
ま
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
費
用
便
益

比
の
「
費
用
」
は
過
小
評
価
だ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
堆
砂
量
は
、
洪
水
調
節
容
量
や
利
水
容
量
に
も
影
響
を

与
え
る
た
め
、
費
用
便
益
計
算
を
や
り
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

三 

富
士
川
水
系
の
雨
畑
ダ
ム
に
つ
い
て 

 
 

一
九
六
七
年
竣
工
の
雨
畑
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
一
年
五
月
二
十
日
衆
議
院
災
害
対
策
特
別
委
員
会
の
質
問
で
、
堆

砂
量
は
二
〇
一
九
年
度
末
時
点
で
約
千
二
百
五
十
七
万
立
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
は
計
画
堆
砂
量
六
百
万
立
方
メ

ー
ト
ル
の
倍
以
上
で
あ
り
、
総
貯
水
容
量
約
千
三
百
六
十
五
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
九
割
強
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。 

 
 

ま
た
、
こ
の
堆
砂
量
は
、
ダ
ム
の
常
時
満
水
位
の
下
に
位
置
す
る
土
砂
量
で
あ
り
、
満
水
位
よ
り
上
に
積
み
上
が
っ
た
土

砂
を
含
め
れ
ば
、
二
〇
二
〇
年
十
一
月
時
点
で
千
六
百
三
十
一
万
四
千
立
方
メ
ー
ト
ル
と
、
総
貯
水
容
量
の
一
・
二
倍
を
超

え
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。 

 
 

こ
の
雨
畑
ダ
ム
湖
の
上
流
端
の
地
域
で
は
二
〇
一
九
年
の
台
風
十
九
号
に
よ
る
崩
壊
土
砂
で
浸
水
被
害
が
起
き
た
た
め
、

ダ
ム
管
理
者
で
あ
る
日
本
軽
金
属
株
式
会
社
（
以
後
、
日
軽
金
）
が
、
二
〇
二
〇
年
度
に
「
雨
畑
ダ
ム
堆
砂
対
策
基
本
計



 

４ 

 

画
」
を
立
て
、
同
年
度
に
計
画
の
百
五
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル
を
上
回
る
百
六
十
五
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
土
砂
移
動
と
搬
出
を

行
っ
た
旨
を
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
が
答
弁
し
た
。 

 
 

し
か
し
、
今
回
の
入
手
資
料
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
〇
年
度
末
時
点
の
満
水
位
以
下
の
堆
砂
量
は
千
二
百
六
十
六
万
五
千
立

方
メ
ー
ト
ル
と
増
え
て
い
る
。 

 

１ 

常
時
満
水
位
よ
り
上
の
土
砂
も
含
め
た
堆
砂
量
も
増
え
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
の
程
度
増
え
た
の
か
、
政
府
の
把
握

す
る
と
こ
ろ
を
答
え
ら
れ
た
い
。 

 

２ 

先
述
の
委
員
会
で
私
は
、
雨
畑
ダ
ム
で
の
取
水
は
不
可
能
と
な
り
、
既
に
水
利
権
許
可
の
四
条
件
（
公
共
の
福
祉
の
増

進
、
水
利
使
用
の
実
行
の
確
実
性
、
安
定
的
に
取
水
を
行
え
る
、
治
水
上
そ
の
他
公
益
上
の
支
障
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ

が
な
い
）
の
ど
れ
も
満
た
し
て
い
な
い
の
で
、
日
軽
金
に
与
え
た
水
利
権
許
可
は
取
り
消
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
尋
ね

た
。
こ
れ
に
対
し
、
大
臣
政
務
官
は
日
軽
金
の
「
堆
砂
対
策
の
計
画
に
基
づ
く
対
策
に
よ
り
ま
し
て
治
水
上
の
課
題
の
改

善
が
見
込
ま
れ
る
た
め
（
略
）
、
現
時
点
に
お
い
て
は
許
可
を
取
り
消
す
べ
き
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
必
要
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
工
作
物
の
除
去
も
含
め
、
指
導
、
技
術
的
助
言
等
の
措
置
を
行
う
」
と
答
弁
を
行
っ
た
。
そ
の

後
、
一
年
が
経
過
し
た
が
、
政
府
は
今
で
も
治
水
上
の
課
題
の
改
善
が
見
込
ま
れ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。 



 

５ 

 

 
３ 

発
電
目
的
の
「
水
利
使
用
の
実
行
の
確
実
性
」
も
「
安
定
的
に
取
水
を
行
え
る
」
見
込
み
も
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
大
臣

政
務
官
が
答
弁
し
た
よ
う
に
、
工
作
物
の
除
去
、
す
な
わ
ち
雨
畑
ダ
ム
の
撤
去
も
含
め
た
措
置
が
必
要
で
は
な
い
か
、
政

府
の
見
解
を
答
え
ら
れ
た
い
。 

四 

肱
川
水
系
の
山
鳥
坂
ダ
ム
に
つ
い
て 

 
 

二
〇
二
一
年
十
二
月
二
十
日
の
「
山
鳥
坂
ダ
ム
工
事
事
務
所
ダ
ム
事
業
費
等
監
理
委
員
会
」
資
料
に
よ
れ
ば
、
国
土
交
通

省
は
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
で
地
す
べ
り
地
が
新
た
に
判
明
し
た
た
め
、
地
す
べ
り
対
策
等
で
事
業
費
八
百
五
十
億
円
を
千
三

百
二
十
億
円
に
増
大
、
工
期
を
二
〇
二
六
年
度
か
ら
二
〇
三
二
年
度
に
延
長
す
る
た
め
、
河
川
法
に
基
づ
く
河
川
整
備
計
画

の
変
更
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。 

 

１ 

ダ
ム
サ
イ
ト
を
上
流
に
移
す
こ
と
で
ダ
ム
の
総
貯
水
容
量
が
減
る
と
し
て
い
る
が
、
現
計
画
で
百
七
十
万
立
方
メ
ー
ト

ル
と
し
て
い
る
計
画
堆
砂
量
は
ど
う
な
る
の
か
。 

 

２ 

計
画
変
更
で
事
業
費
や
維
持
管
理
費
は
増
大
す
る
一
方
、
総
貯
水
容
量
が
減
れ
ば
、
費
用
便
益
比
は
減
じ
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
計
画
変
更
前
と
後
で
ど
の
よ
う
な
算
出
結
果
と
な
っ
て
い
る
の
か
。 

五 

計
画
堆
砂
量
と
堆
砂
量
の
情
報
公
開
に
つ
い
て 



 

６ 

 

 
 

雨
畑
ダ
ム
の
よ
う
な
上
流
端
で
の
浸
水
被
害
の
他
、
異
常
豪
雨
に
伴
う
緊
急
放
流
な
ど
も
鑑
み
れ
ば
、
地
域
住
民
に
と
っ

て
は
、
個
別
ダ
ム
の
堆
砂
状
況
は
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
の
重
要
な
情
報
に
な
り
得
る
。
サ
イ
ト
掲
載
情
報
の
よ
う
な
概

要
に
と
ど
ま
ら
ず
、
個
々
の
ダ
ム
の
計
画
堆
砂
量
や
堆
砂
量
に
つ
い
て
も
公
表
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


